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１
月
26
日
（
火
）「
第
58
回

群
馬
県
生
活
衛
生
業
者
大
会
」

が
前
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

県
民
生
活
に
密
着
し
た
業
種

の
組
合
団
体
役
員
が
参
加
し

て
、
衛
生
水
準
の
向
上
と
安
全

の
重
要
性
を
認
識
し
寄
与
し
た

こ
と
に
活
躍
の
労
が
ね
ぎ
ら
わ

れ
、
理
美
容
業
初
め
、
多
く
の

業
種
の
功
労
者
が
受
賞
さ
れ

た
。

組
合
役
員
で
の
受
賞
者

◎
群
馬
県
知
事
表
彰（
敬
称
略
）

　

松
井
浩
一
（
桐
生
支
部
）

中
央
に
設
置
さ
れ
た
ベ
ッ
ド
の

周
り
に
は
す
ぐ
に
何
十
も
の
輪

が
で
き
あ
が
り
講
師
の
話
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。
心
安
ら
ぐ
Ｂ

Ｇ
Ｍ
が
流
れ
る
中
、
お
客
様
ご

と
に
調
合
し
た
オ
イ
ル
を
湿
布

し
テ
キ
ス
ト
の
順
番
で
施
術
が

行
わ
れ
て
い
く
。
講
師
が
手
の

動
き
の
注
意
点
や
コ
ツ
な
ど
も

適
格
に
説
明
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
の
で
と
て
も
わ
か
り
や
す

か
っ
た
。
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

　

２
月
８
日
（
月
）、
理
容
学

校
に
お
い
て
メ
ン
ズ
Ｂ
Ｂ
エ
ス

テ
テ
ッ
ク
と
耳
エ
ス
テ
の
講
習

が
行
わ
れ
た
。

　

男
性
の
美
意
識
の
高
ま
り
や

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
に
お
い

て
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
要

素
も
含
め
今
、
人
の
手
に
よ
る

施
術
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
今

を
述
べ
た
。
花
束
贈
呈
は
全
理

連
中
央
講
師
同
期
会
、
同
ケ
ミ

カ
ル
部
会
ま
た
、
受
章
者
の
ご

令
息
の
大
貴
氏
・
ご
令
嬢
の
華

那
さ
ん
に
よ
っ
て
贈
ら
れ
た
。

　

山
口
幸
一
氏
は
謝
辞
と
し
て

ま
ず
主
催
・
企
画
の
Ｆ
Ａ
Ｇ
に

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、

「
私
が
こ
の
栄
誉
あ
る
章
を
い

た
だ
け
た
の
は
群
馬
県
理
容
生

活
衛
生
同
業
組
合
、
今
泉
理
事

守
っ
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
そ
れ

ぞ
れ
皆
様
の
お
陰
で
す
。
今
回

の
受
章
を
新
た
な
出
発
点
と
し

て
初
心
に
立
ち
返
り
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

こ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
上
サ
プ

ラ
イ
ズ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
山
口
氏

は
「
26
歳
で
父
を
亡
く
し
、
こ

れ
ま
で
家
族
を
か
え
り
み
ず
無

我
夢
中
で
突
っ
走
っ
て
き
た
」

よ
り
授
与
さ
れ
る
。

　

祝
賀
会
は
発
起
人
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
Ｆ
Ａ
Ｇ
を
始
め
業
界
内

外
の
著
名
人
・
関
係
者
が
列
席

し
山
口
氏
の
受
章
を
祝
っ
た
。

　

司
会
の
案
内
で
受
章
者
の
山

口
幸
一
氏
と
美
佐
子
夫
人
が
中

央
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し
、
祝
賀

会
が
開
始
と
な
っ
た
。

　

初
め
に
Ｆ
Ａ
Ｇ
会
長
で
発
起

人
代
表
を
務
め
た
松
澤
弘
明
氏

　

群
馬
県
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
教
育
部
長
、
並
び
に
全
理

連
中
央
講
師
・
山
口
幸
一
氏
の

﹃
ぐ
ん
ま
の
名
工
受
章
祝
賀
会
﹄

が
２
月
１
日
、
前
橋
市
の
マ
ッ

ク
・
ス
ク
エ
ア
ス
ワ
ン
・
サ
ク

ラ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ぐ
ん
ま
の
名
工
の
章
は
、
優

れ
た
技
能
を
持
ち
本
県
産
業
の

発
展
に
寄
与
し
技
能
者
の
模
範

と
な
っ
た
も
の
に
対
し
、
知
事

　

清
水
敏
夫
（
伊
勢
崎
支
部
）

◎
群
馬
県
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

連
合
会
会
長
表
彰

　

廣
町　

修
（
桐
生
支
部
）

　

橋
本
哲
夫
（
伊
勢
崎
支
部
）

　

杉
山
勝
美
（
邑
楽
支
部
）

　

辻
田
豊
満
（
邑
楽
支
部
）

　

坂
田
信
宏
（
太
田
支
部
）

　

福
富　

守
（
甘
楽
支
部
）

　

今
井　

勇
（
甘
楽
支
部
）

　

小
澤
和
彦
（
多
野
支
部
）

◎
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中

　

央
会
理
事
長
感
謝
状

　

大
川　

浩（
利
根
沼
田
支
部
）

（
広
報　
　

坂
田　

信
宏
）

第58回

回
は
県
初
の
全
身
エ
ス

テ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
組

合
員
が
県
内
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
。
木
村
有
貴

全
理
連
中
央
講
師
か

ら
、
メ
ン
ズ
Ｂ
Ｂ
エ
ス

テ
の
で
き
た
経
緯
や
使

う
商
材
の
説
明
、
心
構

え
な
ど
を
聞
い
た
後
、

い
よ
い
よ
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
入
る
。

ぐ
ん
ま
の
名
工
・
受
章
祝
賀
会

ど
は
一
回
の
施
術
で
も
細
く
な

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
耳
エ
ス

テ
は
私
た
ち
が
普
段
使
っ
て
い

る
技
術
な
の
で
覚
え
て
し
ま
え

ば
す
ぐ
営
業
に
使
え
そ
う
で
あ

っ
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
異
な
る

今
回
の
技
術
だ
が
、
自
分
の
サ

ロ
ン
の
規
模
や
考
え
方
に
よ
っ

て
選
択
す
れ
ば
き
っ
と
今
の
時

代
を
切
り
抜
け
る
力
に
な
る
と

感
じ
た
。（
教
育　

長
滝
健
一
）
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３
月
３
日
（
木
）
の
全
理
連

理
事
会
に
お
い
て
本
県
信
澤
健

生
県
講
師
の
全
理
連
中
央
講
師

就
任
（
４
月
１
日
よ
り
）
が
承

認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
全
国
で
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
。

手の動きで説明する木村講師

 すぐに使える !!
メンズBBエステ

＆耳エステ

組 合 講 習 会

同業者大会出席者

信澤健生さん

信
澤
健
生
さ
ん
、本
県
３
人
目
の

全
理
連
中
央
講
師
に
就
任

は
山
口
氏
と
出
会
い
数
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
が
自
信
へ
と
繋
が
り
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
挨
拶

を
述
べ
受
章
者
を
讃
え
た
。

　

続
い
て
、
今
泉
理
事
長
を
初

め
、
受
章
者
の
師
匠
で
あ
る
Ｈ

Ｓ
Ａ
協
会
顧
問
・
児
玉
啓
氏
、

全
理
連
名
誉
講
師
・
本
田
誠
一

氏
、
山
本
龍
前
橋
市
長
ら
多
数

の
著
名
人
が
来
賓
と
し
て
祝
辞

長
を
初
め
組
合
員
の
皆
様
方
、

私
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
い
た
だ

き
仕
事
・
生
き
方
を
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
師
匠
で
あ
る
児
玉
先

生
、
全
理
連
中
央
講
師
に
な
っ

て
か
ら
指
導
を
い
た
だ
い
た
本

田
先
生
、
経
営
で
お
世
話
に

な
っ
た
群
馬
県
税
理
士
法
人
の

小
林
先
生
、
ま
た
中
央
講
師
、

県
講
師
そ
し
て
地
元
の
方
々
、

お
客
様
、
自
分
が
留
守
の
時

が
受
章
者
の
こ

れ
ま
で
の
実
績

と
功
績
を
紹

介
。「
私
た
ち

を
か
け
て
き
た
こ
と
に
対
し
、

山
口
氏
本
人
が
ス
テ
ー
ジ
上
で

今
日
ま
で
の
感
謝
の
意
を
込
め

た
﹃
絆
の
名
工
﹄
と
い
う
感
謝

状
を
家
族
全
員
に
贈
っ
た
。

　

乾
杯
発
声
は
ホ
テ
ル
櫻
井
の

櫻
井
芳
樹
氏
が
指
名
代
表
で
務

め
た
。
祝
宴
半
ば
で
は
受
章
者

自
身
の
ヘ
ア
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
華
を
添
え
た
。

（
広
報
部
長　

綿
貫　

晴
通
）

と
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
述
べ
、

妻
を
始
め
家
族

に
多
大
の
迷
惑

群
馬
県
生
活
衛
生
業
者
大
会
開
催
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「
Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
・
マ
イ
ス
タ
ー
」認
定
講
座
開
催

　

平
成
27
年
12
月
14
日
（
月
）

群
馬
県
理
容
専
門
学
校
に
て
、

全
国
初
の
「
Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン

グ
・
マ
イ
ス
タ
ー
」
認
定
講
座

が
受
講
者
43
名
出
席
の
中
開
催

さ
れ
た
。

　
「
こ
の
認
定
講
座
で
、
明
日

か
ら
す
ぐ
お
店
の
営
業
に
使
え

る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
覚
え
て

く
だ
さ
い
」
と
今
泉
理
事
長
が

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
山
口
教
育

部
長
も
「
長
時
間
に
な
り
ま
す

が
、
１
０
０
覚
え
る
の
は
、
大

変
で
す
の
で
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

何
か
一
つ
覚
え
て
帰
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
午
後
１

時
30
分
か
ら
同
６
時
ま
で
の
認

定
講
座
が
、
信
澤
健
生
、
田
村

純
子
両
専
任
講
師
の
紹
介
の

後
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

全
理
連
か
ら
も
事
務
局
教
育

広
報
課
の
藤
原
悠
太
記
者
も
取

材
に
訪
れ
、
群
馬
認
定
講
座
の

　

技
術
理
論
・
衛
生
消
毒
90
分

　

業
界
の
活
性
化
と
理
容
市
場

の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
即
営
業
に
も
役
立
つ
、
長
時

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
熱
気
に
満

ち
た
認
定
講
座
、
両
講
師
も
実

習
室
を
何
度
も
往
復
。
そ
の
姿

に
は
、
受
講
者
に
な
ん
と
し
て

で
も
技
術
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

ワ
ー
ク
で
使
え
る
よ
う
教
え
て

い
た
だ
き
、
大
変
実
り
の
あ
る

講
習
会
に
な
っ
た
。

（
教
育　
　

内
山　

智
規
）

　

平
成
27
年
11
月
26
日
（
木
）、

佐
藤
総
務
部
長
の
店
舗
を
借
り

て
碓
氷
支
部
の
夜
間
講
習
を
行

っ
た
。
テ
ー
マ
は
２
０
１
６
ニ

ュ
ー
ヘ
ア
「code-E

」。
久
し

ぶ
り
の
女
性
モ
デ
ル
の
講
習
会

と
あ
っ
て
い
つ
も
よ
り
た
く
さ

ん
の
組
合
員
に
集
ま
っ
て
も
ら

え
た
。
カ
ッ
ト
か
ら
パ
ー
マ
、

セ
ッ
ト
ま
で
間
近
で
見
ら
れ
た

の
で
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、

質
問
に
も
田
村
哲
也
県
講
師
が

答
え
て
く
れ
て
と
て
も
良
か
っ

た
。

　

ま
た
、
講
師
の
サ
ロ
ン
で
始

め
た
メ
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ン
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
も
見
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

疲
れ
た
部
分
に
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
行
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
と
て

も
有
効
な
メ
ニ
ュ
ー
だ
と
感
じ

た
。
新
し
い
技
術
を
導
入
す
る

の
と
共
に
も
と
も
と
や
っ
て
き

た
癒
す
技
術
も
取
り
入
れ
て
み

る
。
今
の
時
代
に
必
要
と
さ
れ

ニューヘア「code-E」 碓氷支部講習会

伊
勢
崎
支
部　

清
水　

篤　
42
歳

店
主
同
士
の
交
流
が
楽
し
み

組合員店舗なら取扱い
加盟店になれます。

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

た
。
受
講
者
の
中
に
は
、
今
泉

理
事
長
は
じ
め
数
名
の
理
事
も

含
ま
れ
て
い
た
。

︻
受
講
内
容
︼

　

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ　
　

40
分

　

ヘ
ッ
ド
ス
パ　
　
　

40
分

　

相
モ
デ
ル
実
習
１
１
０
分

　

技
能
検
定
筆
記
試
験

真剣にメモをとる受講者

　

１
月
28
日
（
木
）
太
田
支
部

夜
間
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
茂
木
祐
一
郎
県
講
師

を
招
き
﹃
ア
イ
ロ
ン
の
プ
ラ
ス

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
﹄
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
最
近
減
っ
て
い
る
ア
イ

ロ
ン
の
お
客
様
を
再
び
取
り
戻

す
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。

　

馴
染
み
の
あ
る
ア
イ
ロ
ン
作

業
に
加
え
、
い
か
に
し
て
今
の

ス
タ
イ
ル
に
ア
イ
ロ
ン
技
術
を

取
り
入
れ
て
、
お
客
様
に
提
案

し
て
い
く
か
を
実
際
の
サ
ロ
ン

茂木県講師を迎えての講習会

太
田
支
部
夜
間
講
習
会

　

理
容
師
法
施
行
規
則
及
び
美

容
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
が
、
平
成
28
年
４

月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。

　

改
正
の
趣
旨
は
、
理
容
所
と

美
容
所
を
同
一
場
所
に
開
設
す

る
要
件
（
重
複
開
設
）
で
あ
る
。

　

昭
和
23
年
の
厚
生
省
公
衆
衛

生
局
長
通
知
に
よ
り
理
容
所
と

美
容
所
は
別
個
に
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
規
制

改
革
実
施
計
画
（
平
成
27
年
６

月
30
日
閣
議
決
定
）
に
よ
り
理

容
所
及
び
美
容
所
に
必
要
な
衛

生
上
の
要
件
を
満
た
し
、
か
つ

理
容
師
と
美
容
師
の
双
方
の
資

格
を
有
す
る
者
の
み
か
ら
な
る

事
業
所
に
限
り
同
一
場
所
で
重

複
開
設
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
把
握

す
る
た
め
に
、
理
容
師
法
施
行

規
則
と
美
容
師
法
施
行
規
則
に

重
複
開
設
に
関
す
る
事
項
が
追

加
さ
れ
た
。

　

既
存
の
理
容
所
に
美
容
所
を

開
設
す
る
場
合
に
は
、
美
容
所

の
名
称
を
届
け
る
。
新
規
に
理

容
所
と
美
容
所
を
同
時
に
開
設

す
る
場
合
に
は
、
双
方
の
届
出

に
他
方
の
店
舗
の
開
設
予
定
日

を
記
載
す
る
。
開
設
時
期
が
前

後
す
る
場
合
に
は
、
後
で
届
け

る
方
の
届
出
に
他
方
の
開
設
予

定
日
を
記
載
す
る
。

　

開
設
時
に
は
、
免
許
証
な
ど

の
資
格
確
認
が
徹
底
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
重
複
開
設
し
た
店
舗

に
対
し
て
、
原
則
年
１
回
以
上

の
立
入
検
査
が
行
わ
れ
る
。

　

他
に
も
組
合
員
で
な
い
と
で

き
な
い
の
が
店
主
同
士
の
交
流

だ
と
思
い
ま
す
。
年
に
数
回
支

部
の
方
と
の
集
ま
り
で
情
報
交

換
が
で
き
る
の
で
毎
回
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は

組
合
員
も
徐
々
に
減
り
、
新
し

く
店
舗
を
出
店
す
る
際
も
組
合

に
加
入
し
な
い
方
が
増
え
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
我
々

組
合
員
に
も
責
任
が
あ
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。

　

今
後
私
も
若
手
の
理
容
師
が

組
合
員
と
し
て
盛
り
上
げ
て
も

ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

数
々
の
入
賞
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

他
に
も
た
め
に
な
る
講
習
会

が
多
彩
に
あ
り
、
幅
広
い
年
代

の
店
主
の
方
々
に
も
勉
強
に
な

る
の
で
と
て
も
魅
力
に
感
じ
ま

す
。

　

共
済
保
険
な
ど
も
充
実
し
て

お
り
、
万
が
一
、
病
気
や
事
故

な
ど
が
起
き
た
と
し
て
も
適
切

に
対
処
し
て
い
た
だ
け
る
の
で

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
店
舗
を
開
き
16
年
に
な

り
ま
す
が
、
出
店
当
時
か
ら
理

容
組
合
員
と
し
て
加
入
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
員
で
良
か
っ
た
と
思
う

の
は
自
分
自
身
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
に
出
場
し
て
き
た
こ
と
も
あ

り
「
講
習
会
」
な
ど
で
多
く
の

講
師
、
先
生
方
の
勉
強
会
な
ど

で
な
か
な
か
組
合
員
で
な
い
と

取
得
で
き
な
い
技
術
の
向
上
が

で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で

　機関紙『みやま』では新企画「組
合員で良かった」（不定期）を掲載
してまいります。
　組合員で本当に良かったと思って
いただける《生の声》を紙面にてお届けしま
す。
　第１号は伊勢崎支部の清水さんからの投稿
です。
　広報部ではぜひ皆さまからの《生の声》
（四百字以内程度）をお待ちしております。
お問い合わせ、投稿は広報部員または県事務
局まで。

組合員で良かった理
容
所
・
美
容
所
の
重
複
開
設

久しぶりの女性モデルでの講習会

い
と
い
う
気
持

ち
が
見
ら
れ
両

講
師
は
、
疲
れ

も
見
せ
な
い
姿

に
頭
が
下
が
る

思
い
で
あ
っ

た
。

　

認
定
講
座
に

関
わ
っ
た
方
々

大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

（
広
報西

山
継
典
）

る
要
素
の
入
っ
た
素
晴
ら
し
い

講
習
会
に
な
っ
た
。

（
教
育　
　

長
滝　

健
一
）
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吉　田　商　店
吉　田　　　正
伊 勢 崎 市 境 栄 8 9 3

☎0270（74）0516　FAX0270（74）0516

オリオン商事株式会社
高　橋　守　平

高 崎 市 飯 塚 町 1 0 5 8
☎027（363）0567　FAX027（363）1518

群馬理器株式会社
武　井　俊　夫

前 橋 市 上 長 磯 町 1 7 9
☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男
前 橋 市 六 供 町 6 6 9

☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫

高 崎 市 並 榎 町 6 9 － 9
☎027（364）4771　FAX027（364）4772

群馬県理器商組合

群馬県最低賃金

（平成２7年１０月8日より適用）

１時間…737円

め
て
競
い
あ
っ
た
。

　

簡
単
そ
う
で
難
し
い
、
入
り

そ
う
で
入
ら
な
い
、百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
皆
さ
ん
も
や
っ
て
み

て
く
だ
さ
い〝
は
ま
り
ま
す
よ
〟。

　

１
コ
ー
ス
は
８
ホ
ー
ル
で
３

コ
ー
ス
を
回
る
。
シ
ョ
ー
ト
あ

り
ロ
ン
グ
あ
り
で
優
勝
は
70
で

　

謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
あ

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

菊
間　
　

勇　

高
崎　

組
合
員

品
田　
　

進　

高
崎　

組
合
員

南
雲　

光
枝　

渋
川　

組
合
員

互
助
会
員
訃
報

2015年 県独自推進策（共済）きゃんぺーん

カタログギフト・クオカード

萩　原　裕　也 前　橋
黒　澤　敏　男 〃
高　橋　克　実 桐　生
城　越　武　彦 〃
小　林　健　司 〃
並　木　一　夫 高　崎
久保原　洋　明 〃
小　林　洋　介 〃
渡　辺　君　夫 〃
小　高　慎　也 〃
本　田　松　男 邑　楽
古　沢　実池夫 〃
平　田　節　子 〃
蓮　見　和　也 〃
吉　田　浩　之 〃
井　上　和　馬 伊勢崎
清　水　敏　夫 〃
小　林　　　明 〃

内　田　　　実 伊勢崎
丸　橋　輝　夫 〃
島　田　正　子 太　田
赤　坂　　　登 〃
岩　崎　富　夫 〃
遠　藤　由美子 〃
柿　沼　紘　一 〃
金　井　恵　子 渋　川
為　谷　克　宏 〃
本　多　秀　夫 利根沼田
佐　藤　桂　子 〃
吉　野　　　茂 〃
高　橋　義　孝 甘　楽
松　田　　　章 〃
久　保　大　祐 〃
小　松　弘　通 多　野
石　井　竹　則 〃
大　塚　良　修 吾　妻
田　村　うめみ 〃
安　濟　　　樹 〃
佐　藤　貴　雄 碓　氷
長　滝　健　一 〃

　群馬県独自の推進企画として
新規加入応募者の中から厳選な
る抽選会で行われました。
　おめでとうございます。当選者発表

中　島　隆　雄 前　橋
米　山　美　典 伊勢崎

１万円相当カタログギフト

３千円クオカードお
買
物
。
お
昼
に
は
、
お
楽
し

み
の「
刺
身
定
食
」。新
鮮
な
魚

介
類
を
い
た
だ
き
、
ご
満
悦
！

　

そ
の
後
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

大
洗
で
「
イ
ル
カ
・
ア
シ
カ
の

シ
ョ
ー
」
大
人
も
子
供
も
歓
声

人
で
、
北
茨
城
へ
向
っ
て
バ
ス

は
出
発
し
た
。

　

小
雨
ま
じ
り
の
天
気
だ
っ

た
。
バ
ス
は
順
調
に
最
初
の
目

的
地
、
北
関
東
最
大
の
漁
港
、

那
珂
湊
に
到
着
、
お
魚
市
場
で

　

平
成
27
年
11
月
23
日
（
月
）

渋
川
支
部
は
、
組
合
員
家
族
親

睦
旅
行
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者

大
人
43
人
子
ど
も
５
人
総
勢
48

アクアワールドで記念撮影
渋
川
支
部

北
茨
城
へ

北
茨
城
へ

回
っ
た
内
山
昭
江
さ
ん
、
準
優

勝
は
73
の
柿
沼
栄
二
さ
ん
、
３

位
は
76
の
高
橋
通
夫
さ
ん
だ
っ

た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
５
人

も
出
て
和
気
あ
い
あ
い
の
２
時

間
で
あ
っ
た
。
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
な
ア

（
広
報　

岩
崎　

富
夫
）

グラウンドゴルフ大会

太田支部 る
の
か
？
な
ど
を
介
護
者
な
ど

か
ら
多
く
の
情
報
を
得
る
よ
う

に
、
ま
た
施
術
中
の
体
調
変
化

に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
１
日

で
終
わ
せ
る
よ
り
も
２
日
間
で

　

伊
勢
崎
支
部
は
２
月
29
日

（
月
）
に
中
嶋
聡
全
理
連
講
師

を
招
き
絣
の
郷
で
訪
問
福
祉
理

容
の
講
習
会
を
開
催
し
た
。
ま

ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
見
な
が

ら
、
座
学
講
習
。
日
本
の
高
齢

社
会
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
今

後
は
訪
問
理
容
の
ニ
ー
ズ
が
増

え
続
け
る
で
し
ょ
う
と
語
っ

た
。
そ
し
て
、
依
頼
さ
れ
た
時

に
は
利
用
者
の
体
調
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
相
手

が
寝
た
き
り
な
の
か
？
椅
子
に

座
れ
る
の
か
？
首
が
動
か
せ
る

の
か
？
上
半
身
が
起
き
上
が
れ

伊
勢
崎
支
部

高
齢
化
社
会
に
理
容
も
対
応

訪
問
福
祉
理
容
講
習
会

わが家のアイドルわが家のアイドルわが家のアイドル

　５歳未満の幼児の写真（裏に名
前、ふりがなを明記）とともに①
～⑤までの要項を記し、各支部広
報部、または「〒371－0805 前橋
市南町三丁目61番地５、群馬県生
活衛生同業組合みやま編集部」へ。
写真は返送しません。

応 募
要 領

①生年月日　　　②支部名・店名　　　　
③両親の名前　　④続柄　　⑤命名の由来

①Ｈ 22. ８.11
②伊勢崎支部　Hair  Shop  CLIP-PER
③髙橋信博・祐子
④長男
⑤インスピレーション・字画・響き

髙橋　勘太くん

を
上
げ
て
大
喜
び
。
最
後
に
、

め
ん
た
い
パ
ー
ク
で
工
場
見
学

と
試
食
。
海
な
し
県
民
に
は
、

大
満
足
の
旅
行
だ
っ
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
で
盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
渋
川
へ
。
た
く
さ
ん
の

お
土
産
を
抱
え
て
、
家
路
に
。

（
広
報　
　

仲
澤　

克
行
）

終
わ
ら
せ
る
く
ら
い
の
つ
も
り

で
、
途
中
で
も
中
断
す
る
勇
気

も
必
要
だ
と
述
べ
た
。
相
手
の

こ
と
を
最
優
先
に
考
え
て
仕
事

を
す
る
、
ま
た
使
用
す
る
道
具

も
変
え
て
い
く
な
ど
、
例
え

ば
カ
ッ
ト
も
鋏
よ
り
ク
リ
ッ

パ
ー
、
ガ
ー
ド
付
の
カ
ッ
ト
レ

ザ
ー
で
よ
り
安
全
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
、
た
く
さ

ん
の
注
意
点
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
の
実
技
講
習
で
あ
っ
た
。

　

本
日
の
モ
デ
ル
さ
ん
は
、
本

当
の
障
害
者
の
方
で
、
生
の
感

想
も
う
か
が
え
た
大
変
勉
強
に

な
っ
た
講
習
会
で
あ
っ
た
。

　

今
回
参
加
者
に
は
全
理
連
よ

り
登
録
証
が
交
付
さ
れ
た
。

（
広
報　

髙
橋　

信
博
）

　

２
月
15
日
（
月
）
の
早
朝
９

時
か
ら
太
田
支
部
初
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
新
田
町
東

山
道
公
園
で
行
わ
れ
た
。
前
日

の
好
天
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た

寒
風
の
中
、
総
勢
15
名
の
組
合

員
た
ち
が
真
剣
か
つ
笑
い
も
含

2016 年もきゃんぺーん実施。皆様の応募ハガキをお待ちしております。
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に
お
手
伝
い
が
で
き
そ
う
だ
。

　

も
う
一
方
の
衛
生
消
毒
講
習
で

は
藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所
の
吉

江
先
生
を
お
招
き
し
、
消
毒
法

を
し
っ
か
り
60
分
に
わ
た
り
受
講

し
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

　

組
合
員
43
人
の
参
加
者
を
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
藤
岡
消

防
署
６
人
の
救
急
隊
員
の
指
導
の

も
と
実
習
と
な
っ
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
心
臓
疾
患
な
ど
で
の
緊
急
時

　

平
成
27
年
10
月
19
日
（
月
）

に
神
奈
川
県
川
崎
市
鷺
沼
に
て

「
第
６
回
関
東
甲
信
越
青
年
部

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
in
神
奈
川
」

が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
参
加
者

は
１
８
０
名
、
応
援
の
方
々
も

入
れ
る
と
２
０
０
名
の
方
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
。
我
が
群

馬
勢
で
は
応
援
団
を
含
め
て
17

ちゃんと応える医療保険（EVER）５日未満の入院給付金を
一律５日分支給。入院前後の通院給付や日帰り手術も保障します。

募集代理店
株式会社　安藤ライフサービス
〒370-2111 高崎市吉井町小串125
　  0120-30-5160

県内全域　　  0120-30-5160　　ご説明にお伺い致します。
　　　　　☎ 027-288-2938　　お気軽にお電話下さい。

う
と
心
に
決
め
て
、２
月
６
日

（
土
）
に
一
級
に
合
格
と
な
り

ま
し
た
。

　

理
容
師
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
に
は
何
よ
り
も
健

康
で
、
背
筋
を
伸
ば
し
凛
と
し

剣
道
も
初
段
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

編

集

後

記

編

集

後

記

　
﹃
み
や
ま
﹄
の
編
集
に
携
わ

っ
て
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
。
は
じ
め
は
、
戸
惑
っ
た

が
な
ん
と
か
や
っ
て
き
た
。

　

正
月
休
み
の
時
、「
舟
を
編

む
」
と
い
う
映
画
を
見
た
。

　

主
人
公
達
が
14
年
の
歳
月
を

か
け
て
「
辞
書
」
を
作
る
物
語

で
あ
る
。「
言
葉
」
を
集
め
、

そ
の
言
葉
の
意
味
で
あ
る
「
語

釈
」
を
付
け
て
い
く
。
そ
の
数

24
万
語
。
辞
書
に
誤
字
・
脱
字

は
許
さ
れ
な
い
。
更
に
、
言
葉

は
日
々
生
ま
れ
、
そ
し
て
死
ん

で
ゆ
く
。
時
代
に
よ
り
解
釈
も

変
わ
る
。
地
道
で
細
か
い
作
業

で
あ
る
。

　

辞
書
作
り
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
み
や
ま
も
最
後
に
、
人
が

読
ん
で
校
正
し
て
ゆ
く
。
編
集

委
員
み
ん
な
で
、
間
違
い
の
無

い
﹃
み
や
ま
﹄
を
発
行
し
た
い

も
の
だ
。

　

最
後
に
映
画
の
中
に
、
あ
る

問
い
か
け
が
あ
る
。「
右
」
の

語
釈
を
皆
さ
ん
は
何
と
説
明
す

る
だ
ろ
う
か
？

（
広
報　
　

新
井　

康
浩
）

　

伊
勢
崎
支
部
・
青

年
女
性
部
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
会
を
２
月
１
日

（
月
）
に
伊
勢
崎
消

防
署
で
救
急
救
命
士

の
元
、
開
催
し
た
。

日
本
で
の
突
然
死
の

数
は
年
間
で
約
６
万

人
。
そ
ん
な
突
然
死

を
救
う
こ
と
が
可
能

な
機
械
が
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
心
臓
救
命
装
置
）。

こ
こ
数
年
で
目
に
す

る
こ
と
や
耳
に
す
る

機
会
が
以
前
よ
り
断

然
増
え
た
。
群
馬
県

内
の
小
中
学
校
や
公

共
施
設
に
は
ほ
と
ん

例
も
近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
最

悪
の
事
態
は
免
れ
た
の
で
は
？
と

い
う
内
容
で
、
会
場
内
で
も
す
す

り
泣
き
の
声
も
聞
こ
え
る
程
で
し

た
。

　

後
半
に
は
、
参
加
者
全
員
で
数

班
に
別
れ
て
の
実
施
講
習
。
人
工

呼
吸
を
す
る
と
胸
が
膨
ら
み
、
き

ち
ん
と
酸
素
が
送
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
リ
ア
ル
な
人
形
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
い
な
が
ら
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
や
り
方
な
ど
を
勉
強
し

た
。
使
用
方
法
が
２
～
３
年
毎
に

変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
定
期

的
の
受
講
が
最
適
の
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
最
後
に
受
講
者
全
員

に
普
通
救
命
講
習
修
了
証
が
交
付

さ
れ
た
。

名
で
参
加
し
た
。

　

今
大
会
も
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

ル
な
プ
レ
ー
が
多
く
行
わ
れ

た
。「
私
た
ち
関
東
甲
信
越
青

年
部
が
主
と
し
て
組
合
員
離
れ

止
め
、
組
織
化
、
後
継
者
育
成

も
徐
々
に
各
都
県
に
浸
透
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
」
今
後
も
理

容
組
合
が
盛
り
上
が
っ
て
い
け

る
よ
う
に
力
を
つ
く
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
な
お
、
今
年
は

新
潟
県
開
催
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
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７
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第
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回
全
国
理
容
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技
大
会
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青
女
）
フ
ッ
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サ
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大
会

第
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回
理
事
会

中
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監
査
会

理
容
学
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イ
ベ
ン
ト﹁
理
容
業
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験
課
外
授
業
﹂﹁
模
擬
店
﹂

北
毛
地
区
巡
回
講
習
会

　

〃　
　

共
済
説
明
会

東
毛
地
区
巡
回
講
習
会

第
６
回
理
事
会

第
１
回
﹁
Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
講
習
会
﹂

﹁
み
や
ま
﹂
１
８
１
号
発
行

第
２
回
三
役
会

第
７
回
理
事
会

平
成
28
年
新
春
祝
賀
会

生
衛
業
者
大
会

組
合
講
習
会
②

第
３
回
常
任
理
事
会

第
２
回
﹁
Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
講
習
会
﹂

第
８
回
理
事
会

﹁
み
や
ま
﹂
１
８
２
号
発
行

組
合
経
過
報
告

平
成
27
年
度

心臓マッサージを
体験する参加者

フットサルの参加者

︿
準
優
勝
﹀

　

千
葉
県
千
葉
中
央
マ
リ
ン
ズ

︿
３　

位
﹀

　

東
京
都
Ｔ
Ｒ
Ｆ
Ｃ
チ
ー
ム

　

群
馬
県
は
９
位
で
し
た
。

（
高
崎
青
年
部
長　

小
高　

慎
也
）

今
年
も
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
…
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　

私
は
、
67
歳
に
し
て
剣
道
を

習
い
始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
仕

事
、
子
育
て
と
何
の
趣
味
も
な

く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
長
男

が
小
学
生
の
こ
ろ
剣
道
場
へ
の

送
迎
の
時
、
他
の
女
性
剣
士
の

姿
に
内
心
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、「
私
に
は
無

理
」と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
親
友
に
誘
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
自
分
と
は
子
ど

も
や
孫
ぐ
ら
い
の
年
の
差
。
そ

し
て
優
し
い
先
生
方
に
囲
ま

れ
、
週
一
回
の
楽
し
い
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年

の
試
験
で
は
落
ち
て
し
ま
い
、

ガ
ッ
カ
リ
し
て
帰
る
と
、「
バ
ー

ち
ゃ
ん
ド
ン
マ
イ
ド
ン
マ
イ
」

と
孫
の
優
し
い
言
葉
に
励
ま
さ

れ
、
何
回
で
も
挑
戦
し
て
い
こ

前橋支部　川野　好江

後悔のない
一生のため

　

そ
れ
も
後
悔
し
な
い
一
生
の

た
め
に
︙

（
広
報　

髙
橋　

信
博
）

　

平
成
27
年
11
月
９

日
（
月
）、
多
野
支

部
で
は
衛
生
消
毒
講

習
会
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
に
つ
い
て

講
習
会
を
実
施
し

た
。

（
多
野
支
部　

外
山　

弘
明
）

両支部でAED講習会を開くど
設
置
し
て
あ
る
。
そ
ん
な
装
置

が
近
く
に
あ
っ
て
も
使
い
方
が
わ

か
ら
な
い
と
、
隣
り
の
大
切
な
人

の
命
も
救
え
な
い
。
自
分
が
そ
ん

な
場
面
に
遭
遇
し
た
ら
と
考
え
る

と
︙
。

　

初
受
講
し
た
の
が

６
年
前
、
今
回
で
３

回
目
の
受
講
で
あ

る
。
講
習
内
容
は
最

初
に
突
然
死
に
よ
る

若
い
命
が
失
わ
れ
た

数
例
の
映
像
。
ど
の

伊勢崎支部


